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秋の収穫に期待を込めて
５月23日、豊間根小学校（濱田宏一校長・児童132人）で

は、５年生28人が田植えを体験しました。農業の大切さを
知ってもらおうと「総合的な学習の時間」の一環で行ってい
るもので、植え付けしたのは、農業の木村良一さん（豊間
根・55歳）が所有する約３㌃の水田。木村さん家族らの指
導で一株一株丁寧に植え付けました。はだしになって昔な
がらの苗の手植えを体験する児童たち。ぬかるみに足を取
られながらも、元気いっぱいに作業に取り組んでいました。
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笑
顔
あ
ふ
れ
る
町
に
向
け
て

老
人
保
健
福
祉
計
画
・

第
２
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定

「
老
人
保
健
福
祉
計
画
及
び
第
二
期
介

護
保
険
事
業
計
画
」
の
計
画
期
間
は
平
成

十
五
年
度
を
初
年
度
と
し
た
五
カ
年
計
画
。

こ
れ
ま
で
の
事
業
実
績
の
分
析
を
行
い
、

十
九
年
度
ま
で
に
達
成
す
べ
き
老
人
保
健

福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

目
標
量
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
介
護
保
険
事
業
計
画
は
三
年
ご

と
の
見
直
し
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
平
成
十
七
年
度
中
に
見
直
し
作

業
を
行
い
ま
す
。

計
画
書
は「
計
画
の
概
要
」「
高
齢
者
等

の
現
状
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
・
課
題
」

「
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
目
標
」
の
三
章
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
同
計
画
の
柱
は
▽
老
人
保
健
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
目
標
▽
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
量
の
見
込
み
▽
自
立
可
能
な
高
齢
者
な

ど
へ
の
支
援
▽
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
確
保
策

▽
サ
ー
ビ
ス
の
円
滑
な
実
施
の
方
策
│
│

町
で
は
、
高
齢
者
保
健
福
祉
の
一
層
の
充
実
と
介
護
保
険

事
業
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
の
指
針
と
な
る
「
老
人
保

健
福
祉
計
画
及
び
第
二
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。
介
護
保
険
事
業
計
画
は
、
三
年
ご
と
の
見
直
し
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
第
一
期
計
画
の
見
直
し

を
行
っ
た
も
の
で
、
高
齢
者
の
保
健
福
祉
施
策
を
総
合
的
に

進
め
る
た
め
老
人
保
健
福
祉
計
画
と
一
体
化
さ
せ
て
作
成
し

た
も
の
で
す
。
計
画
期
間
は
平
成
十
五
年
度
か
ら
十
九
年
度

ま
で
の
五
年
間
。
す
べ
て
の
町
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
老

後
を
安
心
し
て
生
活
で
き
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

いつまでも笑顔で生き生きとした生活が送られるよう、「老人保健
福祉計画及び第２期介護保険事業計画」には、さまざまな施策が盛
り込まれています（先月21日の跡浜・森地区「お座敷広場」から）
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入浴の利用者
負担
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の
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
利
用
者
の
心
身

の
健
康
保
持
を
図
り
ま
す
。

▽
理
容
所
や
美
容
所
に
出
向
く
こ
と
が
困

難
な
在
宅
の
高
齢
者
に
対
し
、
理
容
師

や
美
容
師
を
派
遣
し
、
清
潔
感
の
保
持

と
在
宅
生
活
の
支
援
を
図
り
ま
す
。

▽
日
常
生
活
に
著
し
く
困
難
を
き
た
し
て

い
る
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
身
体
障
害

者
な
ど
に
対
し
、
安
否
確
認
を
兼
ね
た

給
食
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

▽
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
の
急
病
や
災

害
な
ど
の
緊
急
時
に
安
否
の
確
認
や
緊

急
時
の
対
応
な
ど
必
要
な
措
置
を
取
る

こ
と
が
で
き
る
協
力
員
を
確
保
し
ま

す
。
ま
た
、
設
置
が
必
要
と
認
め
ら
れ

る
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
に
対
し
、

緊
急
通
報
装
置
を
貸
与
し
ま
す
。

▽
孤
独
感
の
解
消
や
安
否
確
認
な
ど
が
必

要
な
高
齢
者
に
対
し
、
安
否
確
認
が
で

き
る
機
器
な
ど
を
貸
与
し
ま
す
。

●
生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り

▽
家
に
引
き
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
に
対

し
、
昼
食
を
は
さ
ん
で
の
血
圧
測
定
や

健
康
に
関
す
る
講
話
、
ゲ
ー
ム
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
、
寝
た
き
り
や
痴

ほ
う
の
予
防
と
仲
間
づ
く
り
、
生
き
が

い
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

●
生
活
環
境

▽
「
高
齢
者
及
び
障
害
者
に
や
さ
し
い
住

ま
い
づ
く
り
」
を
継
続
し
、
安
全
面
に

配
慮
し
た
住
宅
改
善
を
支
援
し
ま
す
。

▽
高
齢
者
世
話
付
住
宅
の
入
居
者
に
対
し
、

生
活
援
助
員
を
派
遣
し
、
日
常
の
生
活

指
導
や
安
否
確
認
、
緊
急
時
の
連
絡
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

行
わ
れ
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
つ
い
て
は
、
低
所
得

者
の
と
ら
え
方
を
「
生
計
中
心
者
が
所
得

税
非
課
税
」
と
し
て
い
ま
し
た
が
、「
町

民
税
非
課
税
世
帯
」
に
改
正
。
低
所
得
者

の
本
人
負
担
が
無
か
っ
た
訪
問
介
護
・
訪

問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
も
四
月
か
ら
半

額
負
担
と
な
り
ま
し
た
。

次
に
計
画
の
五
つ
の
柱
を
紹
介
し
ま
す
。

齢
者
や
自
立
し
た
生
活
の
た
め
に
何
ら

か
の
支
援
が
必
要
な
高
齢
者
に
対
し
て
、

生
活
管
理
指
導
員
を
派
遣
し
、
基
本
的

な
生
活
習
慣
を
会
得
さ
せ
る
た
め
の
支

援
や
指
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▽
特
殊
寝
台
用
マ
ッ
ト
レ
ス
や
掛
け
布
団
、

毛
布
な
ど
の
寝
具
の
洗
濯
乾
燥
と
消
毒

主
な
改
正
内
容
は
、
下
表
の
と
お
り
で

す
。
介
護
保
険
料
（
基
準
額
）は
、
月
額
二

千
七
百
三
十
一
円
で
し
た
が
、
四
月
か
ら

二
千
九
百
八
十
三
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
新
た
に
、
低
所
得
者
の
保
険
料
の
減

免
制
度
を
設
け
ま
し
た
。
保
険
料
の
減
額

対
象
と
な
る
方
は
、
所
得
段
階
が
二
段
階

の
人
で
次
の
条
件
を
満
た
す
人
で
す
。
▼

世
帯
全
員
が
町
民
税
非
課
税
▼
世
帯
の
年

間
収
入
が
百
二
十
万
円
以
下
（
世
帯
員
三

人
目
か
ら
一
人
に
つ
き
四
十
万
円
を
加

算
）
▼
町
民
税
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

な
い
▼
町
民
税
課
税
者
と
生
計
を
共
に
し

て
い
な
い
▼
資
産
な
ど
を
活
用
し
て
も
生

活
が
苦
し
い
│
│
人
。
保
険
料
の
免
除
対

象
と
な
る
方
は
、
本
人
の
年
間
収
入
が
四

十
一
万
二
千
円
以
下
で
、
減
額
対
象
者
の

五
つ
の
項
目
に
該
当
す
る
生
活
保
護
を
受

け
て
い
な
い
人
で
す
。
な
お
、
保
険
料
の

減
額
、
免
除
と
も
に
本
人
の
申
請
に
よ
り

●
在
宅
サ
ー
ビ
ス

▽
一
般
の
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
が

困
難
な
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
や
六

十
歳
以
上
の
重
度
障
害
者
に
対
し
、
移

送
用
車
両
に
よ
る
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
行
い
、
外
出
の
機
会
を
支
援
し
ま
す
。

▽
要
介
護
認
定
で
自
立
と
判
断
さ
れ
た
高

の
五
項
目
。
計
画
の
実
現
の
た
め
、
町
総

合
発
展
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら

目
標
達
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

だ
れ
も
が
や
が
て
は
迎
え
る
高
齢
期
。

す
べ
て
の
お
年
寄
り
が
住
み
慣
れ
た
町
で

老
後
を
安
心
し
て
生
活
し
て
い
く
た
め
に

は
、
自
ら
の
健
康
維
持
と
と
も
に
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
高
齢
者
福
祉

施
策
の
充
実
が
不
可
欠
で
す
。
そ
し
て
地

域
の
皆
さ
ん
や
各
種
団
体
、
企
業
な
ど
の

協
力
の
も
と
、
互
い
に
助
け
合
い
、
支
え

合
う
心
の
通
う
福
祉
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

が
大
切
。
町
民
の
皆
さ
ん
が
「
こ
の
町
に

住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
よ
う
な
夢

の
あ
る
福
祉
の
町
を
皆
さ
ん
で
つ
く
り
あ

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
で
は
、
計
画
の
主
な
改
正
内
容
と

計
画
の
柱
を
項
目
別
に
紹
介
し
ま
す
。

低
所
得
者
の
介
護
保
険

料
の
減
免
制
度
を
新
設

月額2,983円月額2,731円
所得段階が第
2段階の生活
困窮者保険料
の減免（新設）

－

負担無し
利用者が通常
利用料の半額
を負担

生計中心者所
得税非課税

町民税非課税
世帯

�介護保険事業計画の主な改正内容

高齢者が住み慣れた場所で生活できるよう、在宅・施設サー
ビスの充実を図ります（リフト付き移送用車両の利用の様子）



【４】

山
田
町
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
家
庭
介
護
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
家
庭
で
の
介
護
方
法
な
ど
に
つ

い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。
参
加
を
希
望

す
る
方
は
、
直
接
、
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
六
月
十
三
日
（
金
）

午
後
一
時
半
〜
三
時
半

▽
場
所
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー
和
室

▽
内
容
　
転
倒
予
防
や
足
浴
の
仕
方

の
実
技
、
福
祉
用
具
の
展
示
、
介

護
に
関
す
る
相
談
な
ど

▽
持
ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル
と
フ
ェ
イ

ス
タ
オ
ル
各
一
枚

▽
問
い
合
わ
せ
　
山
田
町
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
（
�
八
二
│
〇
五

一
五
）
へ
ど
う
ぞ
。

動
支
援
通
所
事
業
な
ど
の
生
き
が
い
・

健
康
づ
く
り
事
業
の
参
加
を
促
し
、
痴

ほ
う
の
予
防
を
図
り
ま
す
。

▽
痴
ほ
う
症
や
老
人
性
う
つ
病
な
ど
の
精

神
的
な
症
状
の
発
生
に
対
応
し
、
専
門

医
師
に
よ
る
相
談
・
助
言
体
制
の
整
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▽
痴
ほ
う
性
高
齢
者
が
は
い
か
い
し
た
際

の
事
故
防
止
の
た
め
、
早
期
に
発
見
で

き
る
シ
ス
テ
ム
の
活
用
を
検
討
し
ま
す
。

●
高
齢
障
害
者
へ
の
支
援

▽
高
齢
障
害
者
が
自
宅
で
安
全
に
自
立
し

た
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
、
住
宅
改

善
の
支
援
に
努
め
る
と
と
も
に
、
社
会

参
加
活
動
が
で
き
る
支
援
体
制
の
環
境

整
備
を
推
進
し
ま
す
。

●
自
立
可
能
な
高
齢
者
へ
の
支
援

▽
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み

の
世
帯
は
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
り
、

こ
れ
が
寝
た
き
り
状
態
に
な
る
要
因
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
閉
じ
こ
も
り
に

よ
る
寝
た
き
り
防
止
や
自
立
し
た
生
活

の
た
め
の
支
援
策
と
し
て
、
生
き
が
い

活
動
支
援
通
所
事
業（
お
座
敷
広
場
）や

生
活
管
理
指
導
員
派
遣
事
業
、
健
康
教

室
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど
を
行
い

高
齢
者
が
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に

な
ら
な
い
よ
う
に
努
め
ま
す
。

●
痴
ほ
う
予
防
と
痴
ほ
う
性
高
齢
者
へ
の

支
援

▽
痴
ほ
う
予
防
教
室
を
開
催
し
、
痴
ほ
う

傾
向
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
生
き
が
い
活

時
的
に
供
給
不
足
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
需
要
の
動
向
を
見
な
が
ら
サ
ー

ビ
ス
量
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

●
法
定
施
設
サ
ー
ビ
ス

▽
介
護
保
険
施
設
と
し
て
「
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
」「
老
人
保
健
施
設
」「
介
護

療
養
型
医
療
施
設
」
の
三
つ
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
ら
の
施
設
で
は
介
護
支
援

専
門
員
が
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
を

作
成
し
、
計
画
に
従
っ
て
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
ま
す
。

●
法
定
サ
ー
ビ
ス

▽
居
宅
で
の
生
活
で
、
支
援
を
必
要
と
す

る
人
や
介
護
を
必
要
と
す
る
人
は
、
介

護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

に
よ
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ

ア
プ
ラ
ン
）
の
作
成
が
必
要
で
す
。
本

町
で
は
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
場

合
、
現
在
の
介
護
支
援
専
門
員
の
人
数

か
ら
、
十
分
に
対
応
で
き
る
も
の
と
見

込
ん
で
い
ま
す
。

▽
「
訪
問
看
護
」「
訪
問
入
浴
介
護
」「
通

所
介
護
・
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
」「
訪
問
介
護
」
は
サ
ー
ビ
ス
供
給
が

十
分
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、「
短
期

入
所
生
活
介
護
・
療
養
介
護
」
は
、
一

家
庭
介
護
教
室
を
開
催

介
護
方
法
な
ど
を
学
ぼ
う

閉じこもりによる寝たきり予防や自立した生活を支援し、
高齢者が介護を必要とする状態にならないように努めま
す（先月13日の町老人クラブ連合会ゲートボール大会）

各
種
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
関

係
事
業
者
と
協
力
し
供
給
量
の
確
保
に
努
め
ま

す
（
介
護
老
人
保
健
施
設
「
シ
ー
サ
イ
ド
か
ろ
」

で
の
歌
手
に
よ
る
慰
問
の
様
子
）

昨年12月に行われた「ボランティアプラザ・ふれあい
交流」で介護の方法を学ぶ豊間根中学校の生徒



【５】

ス
提
供
事
業
者
と
介
護
支
援
専
門
員
が

連
携
を
図
り
、
利
用
者
が
ス
ム
ー
ズ
に
利

用
で
き
る
体
制
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

▽
利
用
者
の
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
の
研
修

を
定
期
的
に
開
催
し
、
事
業
者
の
資
質

向
上
を
図
り
ま
す
。

●
情
報
提
供
体
制
の
整
備

▽
役
場
保
健
福
祉
課
と
町
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
で
、
介
護
支
援
専
門
員
に
関

す
る
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

●
総
合
相
談
・
苦
情
解
決
体
制
の
整
備

▽
役
場
保
健
福
祉
課
の
「
介
護
保
険
相
談

窓
口
」
で
介
護
に
関
す
る
相
談
や
苦
情

を
受
け
付
け
る
と
と
も
に
、
定
期
的
に

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
を
訪
問
し
、
サ
ー
ビ

ス
利
用
の
相
談
や
要
望
、
苦
情
の
集
約

に
努
め
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
は
、
介
護
支
援
専

門
員
が
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
複
数

の
事
業
者
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

円
滑
に
す
る
た
め
基
幹
型
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
、
サ
ー
ビ

さ
ら
に
介
護
保
険
制
度
の
周
知
に
努
め
、

利
用
者
が
適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
選

択
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

▽
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
や
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
利
用
な
ど
を
通
じ
、

利
用
者
が
自
分
自
身
に
合
っ
た
介
護
支

援
専
門
員
や
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
な
ど
を

選
択
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
の
提
供

を
図
り
ま
す
。

●
事
業
者
相
互
間
の
連
帯
確
保
策

▽
介
護
保
険
制
度
で
は
、
利
用
者
が
サ
ー

ビ
ス
提
供
事
業
者
と
直
接
契
約
し
、

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
の

る
よ
う
、
需
要
の
動
向
を
見
極
め
な
が

ら
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
必
要
量
確
保
に

努
め
ま
す
。

●
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
容
易
に
す
る
方
策

▽
広
報
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
よ
り
、

●
サ
ー
ビ
ス
提
供
人
材
の
確
保
策

▽
地
域
の
保
健
医
療
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て

い
く
た
め
、
慢
性
的
に
不
足
し
て
い
る

医
師
な
ど
の
確
保
に
つ
い
て
、
地
域
の

保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
連
携
し
な
が
ら
、

中
・
長
期
的
な
計
画
で
要
請
し
ま
す
。

▽
今
後
、
ま
す
ま
す
増
加
が
予
想
さ
れ
る

保
健
医
療
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

保
健
師
を
計
画
的
に
要
請
し
ま
す
。

▽
介
護
支
援
専
門
員
の
資
質
向
上
の
機
会

の
拡
充
を
図
り
、
利
用
者
に
信
頼
さ
れ

る
介
護
支
援
専
門
員
の
養
成
に
努
め
ま

す
。

▽
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
で
き

心身の健康づくり
何よりも大切です

竹 内 　 信さん
（織笠・81歳）

今のところ元気で、自
分の身の回りのことは自
分で行っていますが、い
つかは介護を必要とするときがくるものと考えて
います。介護が必要になったとき、いろいろなサー
ビスが受けられるような体制は整っていますが、
何よりも介護を必要とする状態にならないことが
一番大切ですね。楽しみにしている「お座敷広場」
などを通じて、心身の健康づくりに励みたいです。

介護サービス体制
充実に期待します

織 笠 清 kさん
（境田町・81歳）

自分で歩くことができ
ず、車いすの状態です。
現在、移動入浴車や病院

への移送サービスのほか、外出介助（散歩）サービ
スを利用しています。外出する機会が少ない自分
にとって、ヘルパーさんと会話をしながらの海岸
の散歩がとても楽しみです。年々介護サービスの
体制も整ってきており、とても利用しやすくなり
ました。サービスのさらなる充実を期待します。

役場保健福祉課の「介護保険相談窓口」で介護に関す
る相談などを受け付けています（相談窓口利用の様子）



【６】

山に広葉樹を植える運動

第３回植樹祭
340人が織笠の町有地に
コナラなど900本を植栽

山
田
の
海
を
守
る
会
（
会
長
・
沼
崎
喜
一
町
長
）

が
主
催
す
る
「
山
に
広
葉
樹
を
植
え
る
運
動
」
第

三
回
植
樹
祭
が
五
月
十
一
日
、
織
笠
新
田
地
区
の

町
有
地
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
ぐ
く
ま
れ
て
き
た
豊
か
な
自
然
環

境
を
守
る
活
動
へ
の
意
識
高
揚
を
図
り
な
が
ら
、

海
と
の
結
び
付
き
の
強
い
森
の
必
要
性
と
大
切
さ

を
再
認
識
し
て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
三
回
目
と
な
る
今
年
は
、
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
東
北
か
ら
贈
ら
れ
た
コ
ナ
ラ
七
百
五
十
本

と
、
町
で
購
入
し
た
ブ
ナ
百
五
十
本
の
広
葉
樹
が

植
え
ら
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
町
内
の
森
林
愛
護
少
年
団
や
海
づ
く

り
少
年
団
、
漁
業
関
係
者
な
ど
総
勢
三
百
四
十
人

が
参
加
。
ス
コ
ッ
プ
を
片
手
に
、
豊
か
な
海
を
は

ぐ
く
む
森
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

開
会
行
事
で
は
、
沼
崎
喜
一
町
長
が
「
森
は
海

の
母
親
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
は
か
ら
ず
も
今

日
は
『
母
の
日
』。
森
の
恵
み
に
感
謝
し
な
が
ら
、

心
を
込
め
て
苗
木
を
植
え
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
そ
の
後
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
宮
古
地
方
森

林
組
合
職
員
ら
の
指
導
を
受
け
、
約
二
千
平
方
�

の
植
樹
会
場
に
、
小
さ
な
緑
の
成
長
を
願
い
な
が

ら
、
一
本
一
本
丁
寧
に
植
え
込
ん
で
い
ま
し
た
。

町
の
未
来
を
苗
木
に
託
す

開会行事
の後、植

栽作業に

一斉に取
り掛かり

ました

草の根がはった固
い土を一生懸命掘
り起こす参加者

参加者全員で記念撮影参加者全員で記念撮影参加者全員で記念撮影参加者全員で記念撮影参加者全員で記念撮影参加者全員で記念撮影参加者全員で記念撮影参加者全員で記念撮影参加者全員で記念撮影参加者全員で記念撮影参加者全員で記念撮影参加者全員で記念撮影参加者全員で記念撮影参加者全員で記念撮影参加者全員で記念撮影参加者全員で記念撮影参加者全員で記念撮影

【７】

船
越
12
、
13
地
割
が
対
象
で
す

町
で
は
、
六
月
下
旬
か
ら
早
川
地

区
、
田
の
浜
地
区
の
そ
れ
ぞ
れ
の
一

部
（
船
越
十
二
、
十
三
地
割
）
を
対

象
に
国
土
調
査
を
始
め
ま
す
。
同
調

査
は
、
土
地
の
正
し
い
位
置
や
境
界
、

地
番
、
面
積
な
ど
を
明
確
に
さ
せ
る

た
め
、
昭
和
五
十
七
年
か
ら
実
施
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
地
権
者
同
士
の

話
し
合
い
の
下
に
行
わ
れ
ま
す
。
土

地
を
正
確
に
定
め
る
た
め
に
も
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
調
査
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽
調
査
期
間
　
六
月
下
旬
〜
九
月

▽
問
い
合
わ
せ
　
役
場
農
林
課
国
土

調
査
係
（
�
八
二
│
三
一
一
一
内

線
二
一
五
）
へ
ど
う
ぞ
。

調査対象区域図調査対象区域図調査対象区域図調査対象区域図調査対象区域図調査対象区域図調査対象区域図調査対象区域図調査対象区域図調査対象区域図調査対象区域図調査対象区域図調査対象区域図調査対象区域図調査対象区域図調査対象区域図調査対象区域図

ひとことインタビュー

緑を増やす活動に貢献で
きればと思い、娘と一緒に

参加しました。水産関係の仕事についていることもあ
り、海をはぐくむ森の重要性というものをさらに強く
感じました。2人で植えた小さな苗木が、しっかりと
根付いて、山田の森と海を守ってほしいですね。来年
もぜひ参加したいと思います。

森の重要性を再認識
堀 合 孝 則さん
（織笠・35歳）

妹と一緒に参加しました。
植樹祭には１回目から参加
していますが、自分の植えた苗木がしっかりと成長し
ていてとてもうれしかったです。みんなで植えた小さ
な緑が山田の海を守る大きな森になるように、願いを
込めて植えました。来年には、苗木がどのくらい伸び
ているのかとても楽しみです。

苗木の成長が楽しみ
福 士 夏 実さん
（大沢小６年）

田の浜田の浜田の浜田の浜田の浜田の浜田の浜田の浜田の浜田の浜田の浜田の浜田の浜田の浜田の浜田の浜田の浜

早川早川早川早川早川早川早川早川早川早川早川早川早川早川早川早川早川

第１３地割第１３地割第１３地割第１３地割第１３地割第１３地割第１３地割第１３地割第１３地割第１３地割第１３地割第１３地割第１３地割第１３地割第１３地割第１３地割第１３地割

第１２地割第１２地割第１２地割第１２地割第１２地割第１２地割第１２地割第１２地割第１２地割第１２地割第１２地割第１２地割第１２地割第１２地割第１２地割第１２地割第１２地割

今
月
下
旬
か
ら
調
査
を
開
始

国土調査事業

家屋調査にご協力を
新築・増改築の建物が対象

町
で
は
、
五
月
下
旬
か
ら
新

築
、
増
改
築
し
た
住
宅
な
ど
の

評
価
額
な
ど
を
決
め
る
た
め
の

家
屋
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

調
査
に
は
、
役
場
税
務
課
職
員

が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▽
期
間
　
十
二
月
末
ま
で

▽
対
象
の
建
物
　
建
物
の
大
小
に
関

係
な
く
新
築
・
増
改
築
し
た
住
宅
、

店
舗
、
工
場
、
倉
庫
、
物
置
な
ど

▽
問
い
合
わ
せ
　
役
場
税
務
課
（
�

八
二
│
三
一
一
一
内
線
一
一
三
）

へ
ど
う
ぞ
。

名
義
変
更
し
た
ら
届
け
出
を

家
屋
を
取
り
壊
し
た
り
、
名
義
を

変
更
し
た
り
し
た
場
合
な
ど
に
は
届

け
出
が
必
要
で
す
。
手
続
き
が
遅
れ

る
と
、
前
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
固
定

資
産
税
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
は
同

課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

船越湾漁協船越湾漁協船越湾漁協船越湾漁協船越湾漁協船越湾漁協船越湾漁協船越湾漁協船越湾漁協船越湾漁協船越湾漁協船越湾漁協船越湾漁協船越湾漁協船越湾漁協船越湾漁協船越湾漁協
植栽した記念として、苗木に自分の
名前の書かれた札を取り付けました
植栽した記念として、苗木に自分の
名前の書かれた札を取り付けました
植栽した記念として、苗木に自分の
名前の書かれた札を取り付けました
植栽した記念として、苗木に自分の
名前の書かれた札を取り付けました
植栽した記念として、苗木に自分の
名前の書かれた札を取り付けました
植栽した記念として、苗木に自分の
名前の書かれた札を取り付けました
植栽した記念として、苗木に自分の
名前の書かれた札を取り付けました
植栽した記念として、苗木に自分の
名前の書かれた札を取り付けました
植栽した記念として、苗木に自分の
名前の書かれた札を取り付けました
植栽した記念として、苗木に自分の
名前の書かれた札を取り付けました
植栽した記念として、苗木に自分の
名前の書かれた札を取り付けました
植栽した記念として、苗木に自分の
名前の書かれた札を取り付けました
植栽した記念として、苗木に自分の
名前の書かれた札を取り付けました
植栽した記念として、苗木に自分の
名前の書かれた札を取り付けました
植栽した記念として、苗木に自分の
名前の書かれた札を取り付けました
植栽した記念として、苗木に自分の
名前の書かれた札を取り付けました
植栽した記念として、苗木に自分の
名前の書かれた札を取り付けました

役
場
税
務
課
職
員
が
調
査
に
伺
い
ま
す
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★
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
は

川
柳
と
詩
吟
で
す
。
定
年
に
な
っ

て
か
ら
始
め
、
二
十
年
に
な
り
ま
す
。

★
健
康
の
秘
け
つ
は

夫
と
長
女
は
長
期
入
院
の
末
、
若

く
し
て
亡
く
な
り
、
苦
労
に
続
く
苦

労
で
泣
く
暇
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

�苦
労
は
薬く

す
り

�
と
思
っ
て
何
事
も
苦

に
し
な
い
で
暮
ら
す
こ
と
で
す
ね
。

★
最
後
に
一
言

親
戚
も
い
な
い
山
田
に
住
ん
で
五

十
年
。
ケ
ン
カ
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
。
一
人
で
は
生
き
ら
れ
な
い
か

ら
、
情
け
を
か
け
合
い
持
ち
つ
持
た

れ
つ
正
直
に
生
き
続
け
た
い
で
す
。

�苦
労
は
薬
�苦
に
し
な
い

★
若
い
頃
の
仕
事
は

陸
中
山
田
駅
や
宮
古
駅
の
売
店
で
、

六
十
五
歳
の
定
年
ま
で
三
十
年
間
働

き
ま
し
た
。
お
客
様
相
手
に
お
金
を

扱
う
仕
事
で
、
間
違
い
が
許
さ
れ
ず
、

毎
日
神
経
を
使
い
ま
し
た
。

★
楽
し
み
は
何
で
す
か

自
治
会
の
仲
間
と
社
会
福
祉
施
設

を
慰
問
し
、
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
す

る
こ
と
で
す
。
入
所
者
に
喜
ん
で
も

ら
え
て
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

深　澤　フジエ
　

さん
（飯岡・85歳）

十
六
歳
に
な
る
母
親
と
二
人
暮
し
で
、

ど
ち
ら
も
ひ
ざ
が
悪
く
、
長
い
時
間

立
つ
こ
と
が
困
難
な
状
態
で
す
。
そ

れ
で
も
母
は
食
事
の
準
備
の
た
め
に

台
所
に
立
っ
て
い
ま
す
。
食
事
の
後

片
付
け
や
洗
濯
な
ど
は
わ
た
し
が

や
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
年
老
い
た

母
親
の
食
事
の
準
備
を
す
る
姿
は
、

見
る
に
見
か
ね
る
思
い
で
し
た
。

あ
る
時
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん

と
話
す
機
会
が
あ
り
、
訪
問
介
護

（
生
活
援
助
）
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
か
ら
日
も
浅
い
の
で
す
が
、

食
事
も
老
人
の
口
に
合
っ
て
い
て
本

当
に
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

「
海
の
男
の
木
彫
り
水
族
館
」
を

見
に
鯨
館
に
入
館
。
あ
ま
り
の
作
品

の
見
事
さ
に
度
肝
を
抜
か
れ
ま
し
た
。

手
彫
り
の
魚
体
が
実
物
そ
っ
く
り
で
、

錯
覚
さ
え
感
じ
た
か
ら
で
す
。
二
百

点
も
の
作
品
に
一
時
間
余
り
見
入
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
素
晴

ら
し
い
企
画
展
が
見
ら
れ
、
幸
福
感

が
身
に
染
み
た
日
で
し
た
。
六
月
二

十
九
日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
お
見
逃
し
の
な
い
よ
う
ぜ
ひ
一

度
…
。

斉
藤
忠
雄
（
船
越
・
77
歳
）

◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

広
報
の
一
才
迎
え
し
子
供
等
の

す
こ
や
か
願
い
ほ
ほ
え
み
眺
む

美
智
子
（
八
幡
町
・
？
歳
）

夕
暮
れ
に
あ
ぜ
道
歩
け
ば

カ
エ
ル
と
び
か
う

齋
藤
ノ
ブ
（
荒
川
・
？
歳
）

み
ど
り
の
香
あ
ふ
る
る
山
に

町
民
の
小
楢
j
植
え
海
を
や
し
な
ふ

菊
地
サ
カ
ヱ
（
織
笠
・
68
歳
）

日
々
祈
る
花
咲
く
平
和
あ
れ
か
し
と

古
藤
野
強
（
豊
間
根
・
78
歳
）

五
月
晴
若
葉
の
中
に
山
桜
見
へ

O
藤
菊
實
（
荒
川
・
75
歳
）

元気なばあちゃん── vol.
2元気なばあちゃん

投
書

ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

学
校
給
食
と
制
服
検
討
を

やまもとれなんくん
（山田幼稚園・６歳）

【８】【９】

介
護
に
回
る
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
は
大

変
ご
苦
労
を
お
掛
け
し
て
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

齊
藤
博
行
（
織
笠
・
76
歳
）

�木
彫
り
水
族
館
�に
圧
倒

今
後
も
心
和
ま
す
公
園
に

小
中
学
校
の
お
昼
を
給
食
に
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
中
学

校
の
女
子
の
制
服
を
セ
ー
ラ
ー
服
に

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
わ
た
し

は
中
学
生
の
時
、「
セ
ー
ラ
ー
服
だ
っ

た
ら
な
あ
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

わ
た
し
の
め
い
の
制
服
も
セ
ー
ラ
ー

服
で
と
て
も
か
わ
い
い
で
す
。

ペ
ン
ネ
ー
ム
・
シ
ン
プ
キ
ン

（
長
崎
・
？
歳
）

【
回
答
・
学
校
教
育
課
】

町
内
の
学
校
給
食
は
、
大
浦
小
学

校
が
完
全
給
食
で
、
ほ
か
の
小
中
学

校
は
ミ
ル
ク
給
食
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
大
浦
小
学
校
は
、
地
域
の
方
々

が
自
発
的
に
行
っ
た
も
の
が
始
ま
り

で
、
後
に
そ
れ
を
町
が
引
き
継
い
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
町
で
は
基
本
的

に
給
食
で
は
な
く
「
お
弁
当
」
と
し
、

家
庭
で
親
が
心
を
込
め
て
作
っ
た
お

弁
当
に
、
子
供
た
ち
が
感
謝
の
気
持

ち
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
大
事

に
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
に
た
っ
て

い
ま
す
。
今
ま
で
も
学
校
給
食
に
し

て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
は
あ
り
ま
し

た
が
、
全
体
と
し
て
ま
と
ま
ら
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
現
状
の
ま
ま
推

移
し
て
い
ま
す
。

制
服
は
学
校
の
象
徴
で
も
あ
り
、

長
年
着
用
さ
れ
愛
着
を
も
た
れ
て
い

ま
す
の
で
、
制
服
を
変
え
る
こ
と
は

簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
制

服
は
、
生
徒
と
保
護
者
、
学
校
と
が

検
討
し
て
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
学
校
の
集
ま
り
の
機
会
な
ど

で
取
り
上
げ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

犬
の
ウ
ン
チ
は
き
ち
ん
と
持
ち

帰
っ
て
く
だ
さ
い
。
犬
の
ウ
ン
チ
を

川
に
捨
て
る
人
も
い
ま
す
。
ち
ゃ
ん

と
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ペ
ン
ネ
ー
ム
・
ピ
カ
チ
ュ
ウ

（
長
崎
・
７
歳
）

【
回
答
・
生
活
環
境
課
】

町
で
は
、
犬
の
登
録
や
狂
犬
病
予

防
巡
回
注
射
の
際
に
、
犬
の
飼
い
主

に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
り
、
要
望
が

あ
れ
ば
看
板
を
設
置
し
た
り
す
る
な

ど
、「
ふ
ん
害
」
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
し
か
し
、
犬
の
ふ
ん
を

持
ち
帰
ら
な
い
な
ど
の
マ
ナ
ー
を
守

ら
れ
な
い
飼
い
主
が
い
ま
だ
に
い
る

よ
う
で
す
。
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
や
モ

ラ
ル
の
向
上
を
図
る
た
め
、
今
後
も

啓
発
な
ど
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
も
犬
の
ふ
ん
を
川
に
捨
て
る

人
や
持
ち
帰
ら
な
い
人
を
見
掛
け
た

ら
、
そ
の
人
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

愛
犬
家
の
皆
さ
ん
、
七
歳
の
お
子

さ
ん
か
ら
こ
の
よ
う
な
投
書
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
犬
の
ふ
ん
は
必
ず
持

ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

今
年
も
船
越
家
族
旅
行
村
の
色
と

り
ど
り
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
に
魅
了
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
足
を
運
ぶ
た
び
、

懐
か
し
く
思
い
出
す
の
は
、
マ
リ
ン

パ
ー
ク
で
す
。
山
田
湾
を
一
望
で
き

た
観
覧
車
、
得
意
げ
に
ハ
ン
ド
ル
を

握
っ
て
い
た
ゴ
ー
カ
ー
ト
…
。
当
時
、

幼
か
っ
た
息
子
の
姿
が
目
に
浮
か
ん

で
き
ま
す
。

今
で
は
、
花
と
緑
に
囲
ま
れ
、
思

い
出
い
っ
ぱ
い
の
す
て
き
な
公
園
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
訪
れ
る
人
た
ち
の

心
を
和
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

附
田
心
（
飯
岡
・
43
歳
）

犬
の
ふ
ん
は
持
ち
帰
ろ
う

介
護
制
度
の
あ
り
が
た
さ

沼
�
信
明（
15
）

ア
イ
シ
ー
ル
ド
31（
？
）

ガ
ッ
シ
ュ
ベ
ル
大
好
き（
10

）

お
の
は
る
な（
４
）

佐
藤
恵
美
子（
９
）

ブ
ル
ー
・ハ
ワ
イ（
11

）

向
日
葵（
？
）

広
由
美
子（
？
）

佐
々
木
香
遥（
11

）

山
口
里
菜（
？
）

佐
々
木
康
仁（
９
）

あ
く
あ
ブ
ル
ー（
？
）

佐
藤
清（
６
）

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
＆
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ（
13

）

佐
藤
孔
太（
５
）

越
田
紗
耶（
11
）

く
る
ま
☆（
13

）

中
村
紗
綾
香（
10

）

越
田
菜
穂
子（
９
）

越
田
沙
央
李（
10
）

ホ
○
ン
キ
ー（
12

）

今
野
光（
？
）

鈴
木
理
紗（
？
）

佐藤貴大（７） キザトラ（13）

西舘央恵（８）

佐藤美奈子（８）

かいたにみさき（９）

佐藤直紀（11）
く
す
り

らな
が

こ
　
な
ら
ぶ
な

介
護
保
険
制
度
の
発
足
当
時
に
は
、

で
き
る
こ
と
な
ら
他
人
の
世
話
に
な

ら
な
い
で
暮
ら
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
今
度
、
お
世
話
に
な
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
わ
た
し
は
九



5月23日、町老人大会が町中央公民館大ホールで開かれ
ました。大会には、町内15の老人クラブから会員など280
人が参加。第１部の町老人クラブ連合会総会では、本年度
の事業計画や予算などを審議。世代間交流や社会奉仕活動、
各スポーツレクリエーション大会の開催などを決定しまし
た。第2部の講演会では、佐藤力三さん（宮古公証役場公
証人）を講師に相続と遺言の仕組みについて理解を深めま
した。第3部では参加者お待ちかねの演芸大会が行われ、
各老人クラブの芸自慢の皆さんが歌や踊りを披露。会場か
らは、芸達者ぶりに盛んな拍手が送られていました。

町老人大会に280人

芸自慢の歌や踊り大いに満喫

【１０】

5月13日、町交通安全対策運動協議会と県交通安全協会
山田支部では、「道の駅やまだ」で交通安全街頭啓発活動
を展開。チラシとティッシュペーパーなどをドライバーに
手渡し、安全運転や交通マナーを呼び掛けました。春の全
国交通安全運動の一環として行われたもので、町交通指導
隊や町交通安全母の会の会員など74人が参加。「シートベ
ルトをしっかり締めよう」「気を引き締めて運転しよう」
などと一声掛けながら交通事故撲滅を訴えていました。

道の駅で街頭啓発活動

事故のない明るい町を願い

5月18日と25日、町内九つの小学校では春の運動会が開
かれました。各校で熱戦と応援合戦が繰り広げられる中、
18日の織笠小学校（相模貞一校長・児童127人）の運動会で
は、徒競走や騎馬戦などの各競技のほか、遊戯「ひょっこり
ひょうたん島」などが次々に登場。趣向を凝らした種目に子
供たちは張り切って臨んでいました。紅白対抗の綱引きで
は、顔をしかめながら力いっぱい綱を引く子供たち。会場
に詰め掛けた父母らから大きな声援が送られていました。

町内の小学校で運動会

声援受け競技に大張り切り

今月の題字
ふくしみづきちゃん
（大沢小2年）

5月11日、第15回町スポーツ少年団ミニバスケットボー
ル大会が山田南、北の両小学校体育館で行われました。試
合には町内のミニバススポ少8チーム91人が参加。選手た
ちは、素早いパス回しやドリブル、ディフェンスをかいく
ぐってのシュートなど、スピード感あふれる好ゲームを展
開しました。熱戦の結果、大沢ミニバススポ少が見事優勝
を果たし、山田北ミニバススポ少が準優勝。最優秀選手に
は箱石光映さん（大沢ミニバススポ少）が選ばれました。

町スポ少ミニバス大会

大沢スポ少が栄冠に輝く

5月 2日、大沢川で「サケ稚魚放流会」が行われ、大沢
小学校（小野寺京子校長・児童165人）の2年生と6年生の
児童53人が参加しました。同放流会は、子供たちにサケ資
源の大切さや川をきれいにする心を養ってもらおうと行っ
ているもので、この日放流したのは大沢漁協が提供した体
長約6㌢の稚魚2万匹。子供たちは「大きくなって戻って
きてね」と声を掛けながら川べりから次々に放流し、元気
に海へと泳ぎだす稚魚の姿を優しく見守っていました。

大沢川でサケ稚魚放流会

元気にこの川へ帰ってきてね

行政区長会議が5月16日、町中央公民館小ホールで開か
れ、各地区の区長142人が出席しました。会議に先立ち沼崎
喜一町長は「厳しい予算の中で町民福祉向上のため努力し
ていく決意です。区長の皆さん方には今後も地域のリーダー
として、町政のさらなる発展のためにご協力をお願いしま
す」とあいさつ。その後行われた懇談では「通学路の安全
の確保をお願いしたい」｢街灯の修理をしてほしい」「野犬
を捕獲してほしい」など、身近な要望が相次ぎました。

行政区長会議に142人

身近な要望など質疑活発に

【１１】



【１２】

五
月
十
八
日
、
山
田
猟
友
会

（
佐
々
木
實
行
会
長
）と
豊
間
根

猟
友
会（
川
村
敬
一
会
長
）主
催

の
射
撃
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
毎
年
ご
案
内
を
い
た
だ
き

な
が
ら
都
合
が
つ
か
ず
、
今
年

が
初
め
て
の
出
席
と
な
り
ま
し

た
。
国
道
を
北
上
し
、
豊
間
根

の
繋
橋
を
渡
っ
て
津
軽
石
方
面

に
向
か
っ
た
所
に
射
撃
場
が
あ

り
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
田
植
え
の

時
期
と
重
な
り
、
大
会
参
加
者

は
二
十
人
足
ら
ず
で
例
年
よ
り

少
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
立
っ

た
競
技
者
の
左
右
か
ら
色
々
な

角
度
で
発
射
さ
れ
る
標
的
を

狙
っ
て
引
き
金
を
引
き
ま
す
。

予
測
で
き
な
い
標
的
の
動
き
に

対
応
す
る
に
は
極
度
の
緊
張
感

が
求
め
ら
れ
そ
う
で
す
が
、
命

中
し
て
標
的
が
砕
け
散
っ
た
時

は
さ
ぞ
や
そ
う
快
だ
ろ
う
と
思

い
ま
し
た
。
猟
友
会
の
皆
さ
ま

に
は
、
野
犬
や
カ
ラ
ス
な
ど
の

有
害
鳥
獣
駆
除
や
熊
が
人
家
の

近
く
に
出
没
し
た
時
に
は
時
間

を
問
わ
ず
出
動
を
お
願
い
す
る

な
ど
、
多
く
の
貢
献
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ

し
く
と
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。

山
田
町
長
　
沼
崎
喜
一

町
長
室
か
ら

桐
ケ
窪
信
五

郎
は
安
政
四

（
一
八
五
七
）年
、

宮
城
県
宮
城
郡

蒲
生

が
も
う

村
に
生
ま

れ
た
。
明
治
十

年
頃
、
警
察
官

と
し
て
山
田
に

赴
任
し
た
。
そ

の
頃
、
山
田
に

阿
部
和
作
塾
が

あ
り
、
彼
は
塾

で
新
し
い
思
想

を
学
ん
だ
。

明
治
二
十
二

年
町
村
制
が
施

行
さ
れ
、
信
五

郎
は
三
十
二
歳

の
若
さ
で
大
沢

村
長
に
就
任
し

た
。
彼
は
役
場

庁
舎
の
新
築
、
村
政
の
基
盤
づ
く
り

に
努
め
、
特
に
財
政
面
に
そ
の
能
力

津
波
襲
来
前
の
五
月
二
十

六
日
、
山
田
町
長
中
野
健
次

郎
が
退
任
し
、
助
役
貫
洞
勉か

つ

也な
り

が
町
長
代
理
を
務
め
た
。

六
月
十
一
日
に
は
収
入
役
東

海
林
傳
六
が
退
任
し
、
同
日

阿
部
照
二
が
収
入
役
に
就
任

し
た
。

六
月
十
五
日
、
町
長
代
理

貫
洞
勉
也
は
津
波
に
よ
り
死

亡
、
収
入
役
就
任
間
も
な
い

阿
部
照
二
も
津
波
で
死
亡
。

緊
急
事
態
時
に
町
三
役
が
空

郎
は
推
さ
れ
て
飯
岡
浦
住
民
漁
業
会

委
員
長
（
山
田
町
住
民
漁
業
会
委
員

長
）
に
就
任
。
重
茂
地
先
漁
場
の
漁

業
権
設
定
の
件
で
激
務
の
中
、
再
三

盛
岡
、
仙
台
地
裁
に
足
を
運
び
主
張

を
訴
え
続
け
た
。
明
治
三
十
五
年
飯

岡
浦
漁
業
組
合
が
設
立
、
三
十
六
年

重
茂
と
の
共
同
入
会
漁
業
権
を
取
得

し
た
。
飯
岡
浦
で
は
彼
を
漁
民
の
父

と
讃
え
た
。

信
五
郎
は
町
長
退
任
三
ケ
月
後
の

明
治
三
十
五
年
四
月
、
波
瀾
万
丈
の

四
十
五
歳
の
短
い
生
涯
を
終
え
た
。

藤
菊
治
の
三
役
は
災
害

後
の
復
興
、
産
業
経
済

の
基
盤
構
築
に
尽
力
さ

れ
た
。

こ
の
頃
、
漁
業
権
の

問
題
が
起
こ
り
、
信
五

席
と
い
う
非
常
事
態
と
な
っ
た
。
六

日
後
の
二
十
一
日
武
藤
六
右
エ
門
が

臨
時
町
長
代
理
に
就
任
、
十
一
月
二

十
日
佐
藤
菊
治
が
収
入
役
に
、
十
二

月
七
日
信
五
郎
が
助
役
に
就
任
、
全

力
復
旧
に
努
め
た
。

翌
三
十
年
三
月
、
木
下
善
次
郎
が

町
長
に
就
任
、
助
役
信
五
郎
、
収
入

役
菊
治
は
新
町
長
の
下
、
津
波
後
の

復
旧
、
財
政
の
立
て
直
し
に
尽
力
し

た
。
三
十
二
年
十
二
月
信
五
郎
は
推

さ
れ
て
四
十
二
歳
で
山
田
町
長
に
就

任
、
助
役
郡
司
幸
次
郎
、
収
入
役
佐

大
津
波
後
の
町
の
復
興
に

命
を
賭
け
た
　
桐
ケ
窪
信
五
郎

と
手
腕
を
発
揮
し
た
。
し
か
し
、

体
調
を
崩
し
同
二
十
四
年
退
任
。

そ
の
後
同
二
十
八
年
山
田
町
議

会
議
員
に
当
選
し
た
。

明
治
二
十
九
年
六
月
十
五
日

午
後
八
時
三
十
分
頃
、
か
つ
て

な
い
大
津
波
が
湾
岸
を
襲
っ
た
。

大
沢
村
四
百
十
六
人
、
山
田
町

八
百
四
十
人
、
織
笠
村
七
十
二

人
、
船
越
村
で
千
三
百
二
十
七

人
が
死
亡
、
家
屋
、
船
舶
、
漁

業
施
設
な
ど
に
壊
滅
的
な
被
害
を
受

け
た
。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
に
ゆ
か
り
の

あ
る
歴
史
人
物
と
そ
の
結
び
付
き
な
ど
を

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
執
筆
者

は
町
史
編
さ
ん
委
員
の
佐
藤
仁
志
さ
ん

（
豊
間
根
・
六
八

）
で
す
。

や

ま

だ

の

県知事から桐ケ窪
信五郎大沢村長へ
の当選の認可書

初代大沢村長
桐ケ窪信五郎



【応募方法】 下記のはがきの要領
でご応募ください。全問正解者の中
から抽選で10人に500円の図書券を
プレゼント。応募は一人１通です。

50
円

0 2 8 1 3 9 2

山
田
町
八
幡
町
3
│
20

山
田
町
役
場

広
報
ク
イ
ズ
係

クイズの答え《例》
①－� ④－�
②－� ⑤－�
③－�

氏名
年齢

〒・住所

☆締め切り＝６月20日（20日消印有効）
☆前回の正解は、①－Ａ、②－Ｂ、
③－Ｃ、④－Ｃ、⑤－Ｃでした。応
募者数は56通で正解は54通、抽選の
結果次の10人が当せんしました。
山田＝佐藤直紀（11） 長崎＝川村

亜希子（29） 川向町＝福士雅輝（14）
境田町＝佐々木ミツ（78）、今野光（？）
船越＝佐藤清（６） 田の浜＝糠盛悠
乃（？） 織笠＝越田菜穂子（９） 大
沢＝佐々木敦子（12） 荒川＝齋藤ノ
ブ（？） 〈敬称略〉

【１３】

東
京
で「
ふ
る
里
会
」を
開
催

友
人
や
知
人
に
連
絡
し
よ
う

「
ふ
る
里
山
田
同
郷

の
会
」
が
東
京
で
開
か

れ
ま
す
。
同
会
は
、
東

京
近
郊
に
暮
ら
す
方
々

に
、
古
里
山
田
を
思
い

出
し
て
交
流
を
深
め
て

も
ら
お
う
と
開
催
さ
れ

て
い
る
も
の
で
、
今
回

で
十
八
回
目
を
数
え
ま

す
。
当
日
は
町
の
近
況

報
告
や
郷
土
の
懐
か
し

い
物
産
品
の
販
売
の
ほ

か
、
特
産
品
が
当
た
る

く
じ
引
き
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
町
に
ゆ
か
り

の
あ
る
人
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
兄
弟

や
知
人
な
ど
に
連
絡
し
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。

▽
日
時
　
六
月
十
五
日
（
日
）

午
後
一
時
〜
三
時

▽
場
所
　
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
（
東
京

都
中
野
区
中
野
四
│
一
│
一
）

▽
参
加
方
法
　
参
加
を
希
望
す
る
人

は
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
会
費
　
六
千
円
（
年
会
費
千
円
を

含
み
ま
す
）

▽
問
い
合
わ
せ
　
役
場
水
産
商
工
課

（
�
八
二
│
三
一
一
一
内
線
二
三

一
）
へ
ど
う
ぞ
。

６月１日
～７日 水道週間

「
届
け
ま
す
　
未
来
に

安
心
　
水
道
水
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
六
月
一
日

か
ら
七
日
ま
で
「
水
道
週

間
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

安
全
で
安
心
で
き
る
水
の

安
定
供
給
が
さ
れ
、
普
段
何
気
な
く

使
っ
て
い
る
水
も
限
り
あ
る
資
源
。

毎
日
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
水
を
大

切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

◇
水
抜
き
栓
を
半
開
に
し
て
お
く
と

蛇
口
を
開
け
な
く
て
も
、
流
し
っ

放
し
の
状
態
に
な
り
ま
す
。
必
ず

全
開
か
全
閉
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
水
道
の
新
設
や
修
理
な
ど
の
工
事

は
町
指
定
の
工
事
店
以
外
で
は
で

き
ま
せ
ん
。

◇
水
道
料
金
は
毎
月
二
十
五
日
ま
で

に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
転
入
・
転
出
な
ど
で
、
水
道
の
使

用
開
始
・
停
止
を
す
る
場
合
は
、

水
道
事
業
所
に
必
ず
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
町
水
道
事
業
所

（
�
八
二
│
二
三
〇
〇
）へ
ど
う
ぞ
。

昔
懐
か
し
い
思
い
出
話
に
花
が
咲

き
ま
す
（
昨
年
の
同
会
の
様
子
）

限りある貴重な資源
大切に使いましょう

�本年度からスタートした「老人保
健福祉計画及び第２期介護保険事
業計画」。計画期間は何年間？
�３年間　�５年間　� 10年間

�先月11日に行われた「山に広葉樹
を植える運動」第３回植樹祭で植
えられた苗木は全部で何本？
� 750本　� 850本　� 900本

�「サケの稚魚放流会」で大沢小学
校児童が放流した稚魚は何匹？
�１万匹 �２万匹 �３万匹

�｢届けます　未来に安心　水道水｣
をスローガンに６月１日から７日
まで実施されるのは何？
�水道週間
�下水道週間
�歯の衛生週間

�今号の健やか赤ちゃん17人のうち、
女の子は何人？
�９人　� 10人　� 11人



【１４】

申 し 込 み

名　称 期 日 時　　　間 対　　象　　者

実施場所 期 日 時　　間 申込先

��月の教室 場所：保健センター

�三種混合とはしかの予防接種 （�月）

井上医院 随　時 診療時間内 随　時 82－2956

うらべ内科 〃 〃 〃　 82－0123

近藤医院 〃 〃 〃 82－3328

後藤医院 〃 〃 接種する日の前日 82－6690

道又医院 〃 午前8時半～11時 随時（電話で予約） 82－3522

機能訓練
教　　室 月曜日 午前10時～

午後2時半
病気やけがなどで体の不
自由な方

母親教室 13、25日 午後1時半～3時半 妊娠中の方

�各種教室に参加を希望する方は、役場保健福祉課（内線165）
へご連絡ください。

ひよこ教室 20日 午前10時～正 午 言葉や運動機能の発達な
どで心配のある幼児

Health Guide
各種相談、健診、予防接種の問い合わせは、

役場保健福祉課（�82－3111内線161、
165、166）へお気軽にどうぞ。 保 健 だ よ り

項　　　　目 期日 受　付　時　間 対　 象 者

��月の各種相談・健診 場所：保健センター

�乳幼児健診・相談で持参する物…母子健康手帳、赤ちゃん手
帳、バスタオル、歯ブラシ（３歳児健診と１歳６カ月児健診
の該当者）、幼児の上履き。
�３カ月児健診、６カ月児相談では離乳食の試食もあります。
�３歳児健診該当者には、３歳３カ月ころに通知します。
※今まで該当月に受けていない人は、必ずおいでください。

1歳6カ月児健診 26日 午後零時50分～1時40分 13年11月生まれ

3 カ 月 児 健 診 12日 午後1時～1時半 15年 2、3 月生まれ

6 カ 月 児 相 談 19日 午前9時～9時半 14年11、12月生まれ

10 カ 月児健診 〃 午後1時～1時半 14年 8、9 月生まれ

3 歳 児 健 診 24日 午後零時50分～1時40分 対象者には通知します

健 康 相 談 3、17日 午前10時～正 午 一般町民

高齢社会を迎え、町の高齢化率も25.6％になり、
町民の４人に１人が65歳以上の高齢者となっていま
す。健康で長生きしたい──。これは、だれもが願
うことです。元気で長生きするこつは、「脳を絶え
ず刺激し、ボケを予防すること」が大切。脳を刺激
するため�毎日5000歩（約60分）の散歩を日課にす
る�遠慮なくおしゃれをする�遊びや趣味の集まり
に出かける�一日を振り返って日記をつける�暮ら
しの知恵を若い世代に教える、教わる�同世代の仲
間の輪でネットワークをつくり、定期的に楽しい集
いを開く──などの点を心掛け、「もう年だから」
は禁句に、いきいき人生を送りましょう。

日本脳炎予防接種を実施
対象者は直接会場へ

日本脳炎の予防接種が行われます。
対象となるお子さんをお持ちの方で、
接種を希望する方は、直接会場へお越
しください。予防接種は、全部で３回
皮下接種して完了になります。
�対象幼児　初回…まだ１回も受けて
いない３歳～７歳５カ月の子供（初
回から１週間以上の間隔で２回目を接種。約１年後
に３回目を接種）追加…１回だけ接種し約１年経過
した３歳～７歳５カ月の子供（２回目を接種し１週
間以上の間隔で３回目を接種）、２回目の接種から
約１年経過した４歳～７歳５カ月の子供（３回目を
接種）
�期日　６月…６日、９日～11日、16日～18日、23日、

25日、27日、30日
７月…４日　

�受付時間　午後零時半～１時（６月18日、23日、７
月４日は午後１時～１時半）
�場所　町保健センター
�持参する物　母子手帳
�接種できない人　�発熱、風邪をひいている�体調
が悪い�以前に各種予防接種を受けて強いアレル
ギー反応を起こしたことがある�１週間以内に三種
混合、１カ月以内におたふく風邪やはしか、風しん
などの予防接種を受けた──人。

町では、乳がんの予防講演
会を開催します。乳がんは自
分で発見できる唯一のがんで
すが、視触診による検診とマ
ンモグラフィ（乳房Ｘ線撮影）
が早期発見の手がかりとされ
ています。同講演会では、が

ん検診とマンモグラフィの有効性などについて学
びます。お気軽にご参加ください。
�日時　６月５日（木）午後１時半～３時
�場所　町保健センター
�内容 「乳がんを予防するために～がん検診と
マンモグラフィの有効性について～」
�講師　柏葉匡寛さん（岩手医科大学医師）
�問い合わせ　役場保健福祉課（内線165）へ。

乳がん予防講演会
５日に開催します



【１５】

�月の町長面談日
と　き　６月１８日（水）

午前10時～正午
ところ　役場４階特別応接室
※面談希望の人は役場総務課
内線413へご連絡ください。

町の臨時職員を

一般募集します
町では期限付臨時職員を募集

します。選考方法は書類審査
（履歴書）と面接です。
�職種　給食調理員
�募集人員　１人
�応募資格　町内に住所がある
人（採用決定後、健康診断書
を提出していただきます）
�賃金　日額5,400円
�任用期間　７月１日～10月31
日（必要がある場合には、１
回の更新があります）
�勤務場所　大浦小学校
�勤務日　原則、給食のある日
�申し込み方法　役場町民課、
役場各支所に備え付けてある
履歴書に必要事項を記入して
申し込んでください。
�申込期限　６月10日
�申込先・問い合わせ　町教育
委員会学校教育課（内線332）
へどうぞ。

海藻標本づくり

教室へご参加を
鯨と海の科学館では、「海藻

標本づくり」を開催します。
�日時　６月15日（日）

午前９時～午後２時
�対象　小学生以上
�場所　鯨と海の科学館、浦の
浜海岸、荒神海岸
�講師　吉崎誠さん（東邦大学
大学院教授）
�用意する物　ポリバケツ、ビ
ニール袋、鉛筆、弁当
�参加料　100円
�定員　40人
�申込先・問い合わせ　６月12
日までに鯨と海の科学館（�
84－3985）へどうぞ。

まちで出会ったかわいい笑顔

各スポーツ教室で

心地よい汗流そう
ストレッチ・エアロビクス教室

�期日　毎週水曜日
�時間　午後７時半～８時半
�場所　町保健センター
�対象　小学生以上の町民
�指導　佐々木ひづるさん（釜
石市）
�持ち物　上履き、タオル
�参加料　１回につき小中学生
200円、高校生以上500円
さわやかスポーツ教室

�期日と場所　６月10日（火）…
町Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館
６月24日（火）…総合運動公園
サッカー場
�時間　午前10時～11時半
�内容　６月10日…ウオーキン
グ（家族旅行村周辺を散策）
６月24日…ターゲットバード
ゴルフ
�参加対象　一般町民
�参加料　１教室200円
巡回ニュースポーツ教室

�日時　６月21日（土）
午前９時半～11時半

�場所　山田北小学校体育館
�内容　縄跳び、ニュードッチ、
シャフルボードなど
�対象　一般町民
�持ち物　跳び縄、上履き
�参加料　小中学生100円、高
校生以上200円
◇申込先・問い合わせ　各開催
日の前日までに町教育委員会
社会体育係（内線630）へ。

身障者の巡回相談

19日に行われます
身体障害者巡回相談（耳鼻科）

が行われます。希望の方は、直
接会場へお越しください。
�期日　６月19日（木）
�受付時間　午後２時～２時半
�場所　町中央コミュニティセ
ンター
�内容　身体障害者手帳や補聴
器の交付の要否、適合判定
�問い合わせ　役場保健福祉課
（内線132）へどうぞ。

健康づくり推進協

議会の委員を公募
町では、健康づくり推進協議

会委員の一部を募集します。
�委員の業務　健康づくり、保
健活動などに関する事項の審
議企画
�応募資格　町内に住所がある
20歳以上の人で、保健活動に
関心のある人
�募集人員　３人
�任期　７月１日から２年間
�申し込み方法　役場保健福祉
課、役場各支所に備え付けて
ある応募用紙に必要事項を記
入して申し込んでください。
�募集期間　６月２日～10日
�申込先・問い合わせ　役場保
健福祉課（内線161）へどうぞ。

手づくり絵本展に

皆さんのご来場を
�日時　６月11日～15日

午前９時～午後５時
�場所　町立図書館
�内容　県内の児童・生徒や父
母などが作った手づくり絵本
222点の展示
※展示本の貸し出しはしません。
�問い合わせ　町立図書館（�
82－3420）へどうぞ。

外国人の不法就労

防止などに協力を
国内に不法滞在する外国人労

働者が増えています。外国人を
雇う際にはパスポートで在留期
間や在留資格などを確認するな
ど、不法滞在や不法就労防止に
ご協力をお願いします。
�問い合わせ　宮古警察署（�
64－0110）へどうぞ。

新型肺炎について

ご相談は保健所に
アジアを中心に流行している

新型肺炎（ＳＡＲＳ）は、新しい
タイプのウィルスで、咳やつば
などによる飛沫で人から人へと
感染するといわれています。予
防策は手洗いやうがい、マスク
着用などとされています。�38
度以上の急な発熱や咳、息苦し
さなどの呼吸器症状がある�10
日以内に発生が確認されている
地域へ渡航した�患者に接触し
た──など不安なことがありま
したらご相談ください。
�相談先　宮古保健所（�64－
2218）へどうぞ。

婦人団体協議会で

「演芸の集い」開催
山田町婦人団体協議会（昆野

昭子会長）では、設立50周年を
記念して「演芸の集い」を開催
します。どうぞご来場ください。
�日時　６月22日（日）
昼の部…午後１時（正午開場）
夜の部…午後６時（５時開場）

�場所　町中央公民館大ホール
�内容　町内の各婦人会による
舞踊や寸劇など
�入場券　800円
�入場券販売先　各地区の婦人
会会長および役員
�問い合わせ　町教育委員会社
会教育係（内線622）へどうぞ。

第�回山田町議会定例会
�日時　６月10日（火）開会

午前10時～
どなたでも傍聴できます。

詳しい日程などについては、
町議会事務局（�82－3114）
へお尋ねください。
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広報
６
月
１
日
号

N
o
.7
9
6

発
行
／
岩
手
県
山
田
町
　
〒
〇
二
八
│
一
三
九
二
岩
手
県
下
閉
伊
郡
山
田
町
八
幡
町
三
│
二
〇
　
�
〇
一
九
三
│
八
二
│
三
一
一
一
　
編
集
／
情
報
課

◆
県
内
一
七
人
の
新
任
広
報
担
当
者
が
集
ま
り

開
催
さ
れ
た
研
修
会
に
出
席
し
、
原
稿
書
き
や

レ
イ
ア
ウ
ト
、
写
真
撮
影
な
ど
広
報
作
り
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
参
加
し
た

メ
ン
バ
ー
の
意
気
込
み
や
熱
気
に
触
れ
、
久
々

に
新
鮮
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
▼
講
師
が

言
っ
た「
手
に
取
っ
て
温
も
り
の
あ
る
広
報
紙
に
」

「
最
高
の
笑
顔
の
写
真
を
撮
っ
て
あ
げ
よ
う
」。

こ
の
二
つ
の
言
葉
を
道
し
る
べ
に
、
こ
れ
か
ら

の
紙
面
作
り
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

◆
先
月
二
十
六
日
に
発
生
し
た
地
震
で
は
、
こ

れ
ま
で
に
な
く
激
し
い
揺
れ
を
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
時
わ
た
し
は
広
報
編
集
の
作
業
中
。
し
か

も
こ
の
日
は
原
稿
を
業
者
に
引
き
渡
す
締
め
切

り
日
で
し
た
。
地
震
発
生
と
同
時
に
役
場
は
停

電
に
な
り
、
パ
ソ
コ
ン
も
使
用
不
可
能
に
…
▼

そ
ん
な
こ
ん
な
で
、
今
回
も
は
ら
は
ら
し
な
が

ら
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。
常
に
締
め
切
り
ぎ

り
ぎ
り
に
な
っ
て
し
ま
う
広
報
編
集
。
早
め
の

作
業
を
心
掛
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。

町民のうごき
（ 4 月 1 日～30日）

�出生……２１人 �転入……１００人　

�死亡……１９人 �転出……１１２人　

�人口…２１,３７９人（今月減１０人）

男…１０,２６９人 女…１１,１１０人

�世帯数………………７,２５６世帯

小 林 昂
こう

平
へい

（織笠・博明・男）
早 野 由

ゆ

真
ま

（豊間根・栄・女）

佐々木彩
あや

花
か

（豊間根・秀樹・女）

川 野 愛
あ

美
み

（長崎・福男・女）

阿 部 結
ゆい

翔
と

（織笠・大紀・男）

４月届け出分（敬称略）
〔出生〕（ ）は保護者名と性別
�山田 川崎心

しん

愛
あ

（由一・男）、佐々木麻
ま

央
お

（裕一・女）、長谷川遥
あゆ

夢
む

（文成・男）、荒川
快
かい

（守・男）、佐藤瑠
る

偉
い

（憲人・男）
�船越 山崎英

ひで

慶
よし

（慶一郎・男）、山�ほの
み（修・女）、荒井尚

なお

人
と

（弘信・男）、攝待開
かい

（聖・男）、荒川海
かい

（純哉・男）
�大浦 佐々木美

み

香
か

（浩徳・女）、佐々木辰
たつ

樹
き

（弘行・男）
�大沢 鳥居蘭

らん

（紀久・女）、宮田優
ゆう

（陽一
郎・男）、宮田絵

え

麻
ま

（陽一郎・女）、佐々木修
なお

登
と

（修一・男）、千代川勇
ゆう

也
や

（一昭・男）
�豊間根 佐々木泉

いず

美
み

（幸成・女）、木村琉
りゅう

暉
き

（博和・男）、佐々木真
ま

海
み

（哲也・女）

〔結婚した二人〕（ ）は住所
本舘智彰（八幡町）・O藤久美子（飯岡）
湊勇一（船越）・千葉明美（釜石市）
石川剛（胆沢町）・田代美佳子（田の浜）
上山亮（宮古市）・福士友紀子（長崎）
ウッドオール・リチャード・アーサージョージ（イギリス）・大宮香奈子（飯岡）
平澤隆（大浦）・佐藤純子（山田）
佐々木正和（釜石市）・篠澤さやか（織笠）
鎌田敏（盛岡市）・福士美加子（大沢）

〔死亡〕（ ）は年齢
�山田 山田義高（83）、横田キク（92）、堀
合保美（74）、武藤シノ（79）、長�敏宣（52）、
川村三夫（78）、内�チヨミ（84）
�船越 黒沼ヨシヱ（76）、中山鼎（81）、田
代キミエ（78）
�大浦 岡市榮壽（91）
�織笠 篠澤市之i（94）
�豊間根 太田トクエ（88）、深澤金太郎
（79）、吉川マキ（77）

�広報やまだ�は環境に優しい古紙100％の再生紙と大豆油インキ（植物油）を使用しています。

甲斐谷こいき
　

（八幡町・定貴・女）

西 舘 晴
はる

輝
き

（船越・孝紀・男）

ピ

ン

ボ

ケ

健やか赤ちゃん登場
毎月掲載します。
今月は6月生まれ
の赤ちゃんです。

一
歳
に
な
り
ま
し
た

※
敬
称
略
・（

）内
は
地
区
名
・
保
護
者
・
性
別
で
す
。

幸 優

湊 　 大
だい

輝
き

（船越・英樹・男）
川 口 拓

たく

也
や

（山田・徹也・男）
船 越 裕

ひろ

香
か

（船越・海平・女）

佐々木詩
し

織
おり

（飯岡・貴男・女）

中村しずく
　

（織笠・正光・女）

小 山 叶
かな

生
う

（船越・佳一・女）

山 � レ ミ
　

（山田・誠也・女）
内 舘 　 聖

しょう

（豊間根・勝政・男）
福 士 莉

り

那
な

（大沢・清園・女）
関 口 　 諒

りょう

（大浦・良・男）
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